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１．研究計画の概要 
（１）本研究は，超高温変成岩や超高圧変成
岩の地質調査・岩石記載と高温高圧実験をリ
ンクさせて，極限領域変成岩の変成プロセス
を精密に解析するものである． 
（２）上部地殻からマントル遷移層までの広
い圧力範囲で高温高圧実験をおこない，変成
作用の過程を再現する． 
（３）微小部X 線回折装置，X 線マイクロア
ナライザー，レーザーラマン分光分析装置，
レーザーICP 質量分析装置，蛍光X 線分析装
置を用いて，実験生成物や変成鉱物の極めて
詳細な産状観察や相の同定，精密化学分析を
おこなう． 
（４）再現実験や精密化学分析から，難溶性
元素の挙動や相平衡に関して地球化学，結晶
化学や熱力学における新しい研究分野を切り
開く． 
 
２．研究の進捗状況 
（１）高温変成岩を特徴付けるザクロ石のう
ち Fe に富む組成のものの相関係は酸素分圧
に大きく依存する．これについて，縞状鉄鉱
を使った再現実験を遂行中であり，7 kbar
と 11 kbar の間の圧力でイルメナイト＋
珪線石＋石英からザクロ石＋ルチルへ
と安定相が変化することを見出してい
る． 
（２）超高温変成鉱物中の Fe3+や Ti 含有量
の温度圧力酸素分圧依存性やこれら難溶性
元素の挙動について，かなりの程度分かって
きた．現在，石英やザクロ石への Ti 固溶量
の温度圧力依存性について投稿中である． 
（３）珪線石への Fe3+固溶量を調べている過
程で，東南極スカレビークハルゼンのザクロ
石珪線石片麻岩からアーマルコライト仮像

を見出した．この記載論文を執筆中であり，
アーマルコライトの安定領域を決定するた
めに，四国三波川変成帯に産する石英エクロ
ジャイトを出発物質に用いて，焼き鈍し実験
を行っている． 
（４）珪線石中の Fe3+固溶実験を行う過程で，
磁鉄鉱中に鉄ヘグボマイトとスピネル＋石
英の共生やヘマタイトの離溶組織を持つル
チルやイルメナイトを見出した．これらが，
酸素分圧の指標たり得るので，Fe-Ti-Al-Si-O
系の相平衡実験を新たに開始した． 
（５）80 kbar, 1000-1500℃の条件下におけ
る花崗岩質岩および安山岩質岩の相平衡実
験から，超高圧条件下では，ザクロ石と共存
する単斜輝石の化学組成は，総化学組成に依
存し，系中の Na や K は単斜輝石に固溶し，
単斜輝石への過剰のシリカ成分の固溶量は，
共存するコース石と藍晶石が緩衝するとい
うことを見出した．この系について，より詳
細に相平衡実験を行っている． 
（６）外界との相互作用を遮断した系での泥
岩の相関係から，コランダム＋石英の組み合
わせの消長がカイネティクスに支配されて
いるような結果をえたので，これについて，
系統的に実験を行っている． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
進捗状況で述べたように，いくつかは，当初
計画以上の成果を上げていたり，当初計画を
下回っていたり，当初計画とおりに進行して
いたり，また，当初予測していなかった全く
新しい事実を得たりしている．いずれの研究
テーマも当初予測した方向性よりも新しい
方向性が見出されている．総合的にトータル



 

 

で見ると，当初計画を満足しながら研究はお
おむね順調に進展しているといえる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 残すところ今年度と来年度の 2年間であ
るので，以下の実験データや鉱物化学データ
を早急に論文化する必要がある：①ザクロ石
－単斜輝石間の主要元素分配；②ザクロ石－
斜方輝石間の主要元素分配；③Al2SiO5鉱物へ
の Fe3+固溶量 
(2) 当初予測していなかったアーマルコラ
イト仮像やヘグボマイトがグラニュライト
から発見されたことで，これらが，酸素分圧
の指標たり得るかどうかを検証することが，
必要がある． 
(3) 超高圧実験で得られたザクロ石と過剰
にシリカ成分に富む単斜輝石間の微量元素
分配を調べる． 
(4) 沈み込む泥岩の相変化を地下温度曲線
に従って，オープンシステムで調べる． 
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